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イベント概要 

 

[企業名]  ジョルダン株式会社 

 

[企業 ID]  3710 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2022 年 9 月期第 2 四半期決算 事業内容・展開について 

 

[決算期]  2022 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2022 年 5 月 16 日 

 

[ページ数]  34 

 

[時間]   17:15 – 17:51 

（合計：36 分、登壇：25 分、質疑応答：11 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 3 階   

 第 3 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  19 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長   佐藤 俊和（以下、佐藤） 

執行役員 経営企画室長  岩田 一輝（以下、岩田）  
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登壇 

 

司会：皆様、定刻となりましたので、ただ今からジョルダン株式会社様の IR ミーティングを開催

いたします。最初に会社からお迎えしているお二方をご紹介申し上げます。代表取締役社長、佐藤

俊和様。執行役員、経営企画室長、岩田一輝様。本日は、まず、佐藤社長様からお話をいただき、

会社様からのご説明が終わりましたら質疑応答といたします。 

それでは、佐藤様、よろしくお願いいたします。 

佐藤：今日は本当にありがとうございます。それでは、2022 年 9 月期決算の半期が終わったとこ

ろ、そこまでの経過を発表させていただきます。いつも最初の 5 分程度、今の時代での私の関心の

ようなものを話させてもらってから、ジョルダンの話に入ってます。 

 

ここのところ、やはりウクライナ戦争が始まりまして、いろいろ考えさせられるものがあります。 
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戦争が様変わりしたというか、IT 軍という言葉でここに書きましたけれども、ウクライナの副首

相、同時にデジタル改革担当大臣のミハイロ・フェドロフという人が、ロシアからの侵攻があって

ほどなく、われわれは IT 軍を立ち上げる、という話をしました。SNS で組織する IT 軍が 30 万人

以上加わった。これは当時の話です。今はもっと増えていると思います。 

それから、ロシアへのサイバー攻撃を開始したと。 

同時に、支援を仮想通貨で募ったということがありまして、半日で約 60 億円集まったという、そ

んな話がネット上に流れていました。 

 

また、大きいこととして、ツイッターでの依頼にイーロン・マスクが反応したと。通信機器が提供

され、2 日以内、48 時間以内にスターリンクがウクライナでの稼働を開始したと。 

このスターリンクは、高度約 550 キロメートルの地球の軌道上に、約 1 万 2,000 基の通信衛星を

打ち上げると。世界中のどこでも高速インターネットが使えるようにする計画ということで、既に

2,000 基ほど配備されております。 
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日本でも KDDI がここの設備を使ったりとか。日本の場合には携帯の基地局間での伝送等、そうい

うことが中心のようですけど。 

これは、スペース X が衛星を打ち上げるわけですけど、最近の例で言うと 4 月 21 日に打ち上げた

という。53 基の人工衛星を搭載したロケットを一気に打ち上げるんですよね。 

それほど画像ビシバシというインターネットには向かないですけど、普通のインターネットは十分

であると。世界中どこでもインターネットが使えるような、そういう流れに入っているということ

です。 

初期の頃、テレビ局にロシア軍が砲撃したりいろいろやってますけど、通信設備を多分破壊しよう

と思って、電波とかそういうのを狙ったわけでしょうけど、既に打ち上がっているスターリンクが

別な通信網を提供したと。 

ただ、国内の主要な通信は全然変わらないわけです。 

これは日本でもソフトバンクグループもある出資者ごとでこんなことをやってますけど、ただ、こ

れほどの規模でやっているのはスペース X だけです。 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

6 
 

もう一個は、ロシア軍の攻め方っていうのが、戦車とか装甲車による都市攻撃とミサイルによる無

差別爆撃であると。 

ただ、ウクライナは携帯型対戦車ミサイル ジャベリンというものを持ってまして、テレビ画面か

何かで皆さん見られたかもしれませんけど、簡単に運べるようなやつで戦車をやっつけちゃうとい

うか。それは確かアメリカのベンチャーか何かが造った兵器だと思うんですけど。こんな具合にが

らっと変わってきたと。 

日本でもよく信長が鉄砲を担いで、黒澤明か何かの映画で、その頃の戦争っていうのは太鼓をドン

ドンってたたいて、それがしは何々、と名乗り合ってから、わあっと攻めていくわけですけど、信

長は一切そんなことしないで、鉄砲隊を 3 列に。火縄銃ですから時間がかかるわけですよね。無礼

なやつらだと、わあっと攻め掛けたときに、第 1 陣発射とやって、ドンとやる。第 2 陣発射でドン

とやって、第 3 陣発射したときに相手方はほとんど駄目になっていたと。 

多分、時代とともに戦争が変わっていくということで、象徴的な。こういう所では西側の設備はす

さまじいものだと思います。これがこの後、どういう結果をもたらすかは分かりませんけど、いや

あ、ここまで来たんだと。 

これは、インターネット等でも、われわれも今までだと基地局で 5G なんていうと本当にあまり飛

びませんで、全部をネットワーク上でするのをどうこうといったときに、今度はこんな空から補う

ようなシステムが出てくるから、だいぶ時代は様変わりしてくると。 

もちろん携帯電話で、この回線と契約することができるようになってきているはずですので、山な

んかに行く場合は全然そういう面では電波の心配がなくなってきます。そういう時代にわれわれは

生きていると。 
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そういう中で、ガラケーからスマホという大きな流れは、ほとんどガラケーがなくなっていく状態

で、昨今の例で言うと、i モードのサービスは去年の 11 月 30 日で終わってしまいました。 

au もガラケーのサービスを 3 月をもって終わり。 

ソフトバンクだけが 3G のサービスとしてもうちょっと残ってますけど、ガラケーはほとんど消え

てしまったのが現状です。 
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そういう中で、乗換案内の会員数・検索回数は、意外とこのコロナの中ではまだ貢献していると思

います。 

ただ、やはり広告は相当ダメージを受けてまして、検索数ももちろん増減はしてます。 

でも、検索回数ですから、ページビューで言うと 10 億以上くらいあると思いますので、それなり

の強さを持っているサービスであります。 
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われわれが今、大きな流れとして、MaaS という流れの中でいろいろ動いてきながら、モバイルチ

ケットというもの、Masabi というロンドンのモバイルチケットサービス会社と契約しまして、2

年前、3 年前、どっちだっけ。 

岩田：3 年前ぐらいです。 

佐藤：3 年前だね。3 年前の 3 月くらいに日本でプレスをしまして、それからモバイルチケットを

普及させようと、Masabi のモバイルチケットと併せてということを始めました。 

実際には 3 年前のラグビーの国際大会で、豊田市でもって実証実験のような形で始め。チケットと

バスと。そんなことを始めまして、それからいろんな会社さんと実証実験をやって、もうちょっと

早い勢いで爆発的に伸びるかと思いましたけれども。なかなかしんどいものがありますけど、確実

に。 

ちょっと動き出そうとするとコロナということで抑制されたりしてますけど、だいぶ販売数は増え

てきてます。昨今の例で言うと、5 月 4 日は 1 日で 1,000 枚を超えたと。 
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われわれ独自のもの以外にも、最近で言うと京急さんにプラットフォームという形で、われわれの

モバイルチケットのシステムを提供して、三浦 COCOON で実証実験を 2021 年 10 月から始めま

して、今は連日のサービスになっていろいろサービスを増やしてます。 

J MaaS からの販売で、切符のシステムを販売ということでやり始めまして、恐らく同じようなも

のを。 

どうしても日本の場合だと、ゼネコンというか、デベロッパーさんと鉄道会社って非常に密接なの

で、デベロッパーさんに一つのやつを提供しながら、その後、大きく MaaS のパーツのようなも

のに持っていこうという発想でやってまして、とにかく一つ大きなところを攻略したと。 
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その他、いろいろ Masabi 社の Justride で実際に入れるということを今、小湊鉄道さんで実証を始

め、大阪モノレールさんも紙というか、見せるだけというところから、タブレット・スマホでタッ

チするという流れをやってきまして、ごく最近から通年販売という形で始まっています。 

だから、ちょっとずつ伸ばしていると。 

これがコロナが一段落しながら、インバウンドが入ってきたときに、1 日乗車券と併せて企画切符

は大きな力になると信じて今やっております。 
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それと同時に、公共交通 HUB もだいぶ増えてきまして、全 470 社・自治体で今やっております。 
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あとは、前から話しているように、クラウド上に電話交換機を置くということで、クラウド PBX

というやり方。 

青森だけは営業部隊を持ってるので別にしてほしいという話があって。 

われわれの社内は基本的に、東京、大阪、十日町、その辺は全部クラウド上でつながってますので、

どこでも電話が東京の番号で受けられ、最悪の場合、在宅でも HUB にさえ突っ込めれば内線のよ

うに使える環境はつくっております。 

それをいろいろ話していく流れの中で、福島県の白河支店、私の地元ですけれども。 

それを実証しながらいろんなことをやっていこうということで、白河支店を開設しまして、顔認証

なんかをやっているので、その顔認証で入るような、そういうやり方を始めています。 
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JorudanStyle3.1 ということで、今までやってきた流れの延長に顔認証が入っております。こんな

形でやっているというシステムの図です。 

最近、テレビドラマを見ても、顔認証で入っている会社なんてありますので、相当ありふれてきて

いることではありますけど、この辺の技術をもうちょっと街全体まで広げていくイメージでできな

いかということを考えながら、今現在は白河のワーケーションスペースみたいな所を顔認証で入る

ようなことをやっております。 
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それから、あいのりタクシーも、ちょうど宮古島の実証実験が先週で終わりました。もっと早い予

定だったんですけど、コロナでいろいろ延びまして。 

乗換案内から目的地が出て、空港からホテルまで相乗りで行くみたいなサービスでやっているとい

うことで、宮古島と熱海市で。 

熱海市も実は新幹線で乗り換えてホテルまで行くというのはコロナの影響で見合わせて。 

ただ、地元住民の動きということでは既にやっております。そんな形で、相乗りというソリューシ

ョンを今、増やしています。 
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それから、今、スマートシティモードということで言っていますけど。 

西新宿エリアの 5G 等活用サービス実証事業に参加しまして、エリアに入るとスマートシティモー

ドに入りまして、どんなイベントがあるかとかが分かると。 

どっちかっていうとスマートシティは猛烈なデータを蓄えて、FIWARE という OS を基にいろいろ

やろうという実証実験の延長みたいなところで捉えているのとはちょっと別に、コミュニティー的

な捉え方ができないものかということで、経路の案内と併せて、今、いろんなことをやっておりま

す。 
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それから、J MaaS というイメージで、われわれが MaaS の基盤を提供するというよりは、J MaaS

という会社を設立しながら、そこから鉄道会社さんに提供したり、経路検索事業者に提供したりと

いう構造に持っていきたくて、そういう構造の下の第 1 番目のユーザーとして、三浦 COCOON と

いう京急さんのものが始まったということです。 
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グループとしましては、コロナ禍でいろんなことがありまして、結構しんどいところありますけど、

とにかくできるだけ赤字を下げようということで。 

イーツアーなんかも海外旅行の子会社はほとんど仕事がない状態なわけですけど、一部の人間をジ

ョルダンに出向させて、企画切符の開拓とか、その辺の動きをやらせながら。あと、システムメン

バーがいますので、システムを作ったりということをやって、何とかぎりぎりトントンまで持って

いけたと。 

コンパスティービーという広告の会社も、ひと頃から見ると厳しい状態ですけど、利益ベースでは

やっております。 
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悟空出版もだいぶ厳しいですけど、大きくはわれわれのビジネスの PR 本と ICT を軸にいろいろや

っていこうということで始めてます。 

ようやく量子力学超入門という本。村上憲郎さんは前の Google の日本法人代表だった方ですけど、

一緒にこんな本を出したりして。 

自社のいろいろなプロジェクト紹介はこの半年はできなかったんですけど、そんな感じでやってい

ます。 

そういう状態の中で、経営成績としましては、ほぼ前年並みの状態で推移しております。 

細かいところは岩田のほうから説明させてもらいます。どうもありがとうございました。 
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岩田：それでは、後半部分は私、執行役員、経営企画室長の岩田よりご説明差し上げます。 

まず、経営成績です。当第 2 四半期の累計です。 

前年は収益認識基準を遡及適用したような形で、比較可能な数字として出させていただいておりま

す。 

当期と第 2 四半期についてですが、売上高が 13 億 7,400 万円、営業利益が 700 万円、経常利益が

1 億 500 万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が 5,000 万円という結果となっております。 

売上高と最終利益がほぼ前年と同様。本当に微増という感じで推移しております。 

営業利益がかなり減っていて、経常利益は前年と比べてちょっと減ったぐらいの数字で終わってお

ります。 
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中身なんですが、見てのとおり、売上高が前年ぐらいだったのにかかわらず、売上原価と販管費が

少し増えた状況になっております。後ほど、もうちょっと説明します。 

全体的に言うと、営業外損益でかなりプラスになったというところで、経常がそこまでマイナスに

ならず戻っていて、少し特損が減ったとかいったところがあって、最終利益は一応プラスという終

わり方をしております。 
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製品・サービス別の売上高です。 

見てのとおりなんですが、まずモバイルの有料会員の売上が減少しています。 

乗換案内は、旅行が少し戻ってはいますが、少し戻ったぐらいです。 

その他のところがかなり増えたというような終わり方になっております。 
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内訳を、ここはグラフなので少し申し上げます。 
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変動のところ、売上高については、まず、モバイルが何とか踏みとどまってはいますが、引き続き

苦しんでいるところがございます。 

あとは、今回に関しては、ガラケーのサービスの終了もありましたので、それが多少影響は出てい

ます。会員数、利用者数の減少がございました。 

旅行に関しては、前年が一番底だったかなというような推移で、これから少しは戻っていくのかな

と見ております。 

その他のセグメントで、受託ソフトウエア開発の、乗換案内と直接関係ない案件も周辺で取れてい

くところもありまして、その辺の受注・納品が順調に推移したところがございます。 

利益面ですが、まず、モバイルなどの売上が減って、旅行が増えるということだと、どうしても利

益率の関係で少し利益にはマイナスの影響が出ます。 

営業利益に関して言うと、実証実験など、先ほどの佐藤からの説明でも少し言っていますが、今後

の事業展開等を見据えて先行投資的になったところが少しございます。 

というところで、営業利益は減少しております。 
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一方で、同じ話ですが、実証実験等はものによっては補助が付いて、助成金収入で、営業外では収

入として上がるケースもございました。 

今回に関して言うと、そこがセットなんですが、実証実験に伴って補助金などが得られたケースも

ございますので、そういったものは経常では戻しているというか、営業費用が変わった分、営業外

収益で戻しているかたちになっております。 

今回、円安が進んでおりますので、為替差益が出たところはございます。 

 

最後に、2022 年 9 月期、通期の見通しです。 

現状というか、上期のところを踏まえて修正をさせていただいております。 

売上高は 26 億円で、ほぼ前年並みで見込んでおります。 

営業利益が 2,000 万円、経常利益が 1 億 2,000 万円で、親会社株主に帰属する当期純利益が 6,000

万円。 

傾向としては、上期の傾向がある程度続くかなというところは見ておりますので、ちょっと利益は

マイナスですが、最終利益は若干プラスで終われるかなと、今のところ見込んでおります。 
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製品・サービス別の見通しも、上期の傾向をある程度継続するところもあるかなと見ております。 

前年と比べると、モバイルが上期も減っています。 

そこと、法人は全体が大きいということもあるので、今期は前年と比べると苦しいかなと見込んで

おります。 

一方で、広告や旅行は、コロナの関係、足元では少し持ち直して、数字の面では上がってきていて、

検索回数なども 1 年前と比べると少し改善してきてますので、その辺はもう少し改善が進んでいく

かなと見込んでおります。 

あとは、その他のところで、受託のソフトウエア開発などについては、上期も順調に推移しました

ので、この傾向はもうちょっと続くかなというところを見込んで、以上の数字としております。 
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ざっと以上です。どうもありがとうございました。 

司会：ご説明ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、これから質疑応答とさせていただきます。 

ムラカミ [Q]：SMBC 日興証券のムラカミです。よろしくお願いします。まず、資料の 9 ページの

モバイルチケットです。販売枚数自体がここ数カ月ほぼ横ばいという形ですけれども、恐らく、サ

ービス提供事業者、交通機関は増えていっているのかなと想像するんですけれども、これが伸びて

いないのはどういったことが要因なのか。あまり使わなくなってきている所が出てきているのか、

それとも、季節的な要因なのか。その辺のご解説をお願いしたいと思います。それが一つ目になり

ます。 

二つ目ですけれども、J MaaS の今の状況です。社長がお考えになられている進捗とか、課題とか、

その辺のコメントをいただきたいんですけれども。進捗がそれほど進んでいないという認識なのか、

もしそうであればその理由を教えていただきたいのと、現状の課題ですね。実際に動き始めてみて、

どういった課題が浮き出してきたかとか、その辺について、課題認識を教えてください。以上、2

点、お願いします。 

佐藤 [A]：私から簡単に話させてもらいます。モバイルチケットは本当にもっといくかと思ったと

ころを、だいぶ時間がかかっておりますけど、一つ、積極的に応じてくれた事業者はそれほど事業

規模が大きい所ではなかったと。そういう問題があります。 

もう一つは、コロナの時期ですので、われわれとしてもなかなか積極的に販売活動とかがしにくい

ところもあります。でも、結果的に、見せるだけのチケットから、モバイル端末でやったり、専用

端末でやったり、ムーミンバレーパークとかいろいろ実証実験で形を作ってきているんですね。こ

れが、多分、このコロナがある程度収まってくるのと併せながら、もうちょっと大きな範囲で仕掛

ける前段階くらいかなという認識で今おります。 

とにかく、開発要素がいっぱいあるんです。回数券のようなものに対応できないかとか、そういう

システム作りをいろんなユーザーさんとの間で黙々と、相当数作り上げてきていると。多分、ある

程度できたところで、あるエリアか何かにもうちょっと広範なことでやれたらという。 

あと、京急さんの話なんてここには入ってませんので、一応、デベロッパーさんのシステムという

形で、Masabi とは関係なくいったん提供しておりますので、それがこれからどれぐらい横展開で
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広げられるかという。もっと早いスピードで行くと思ったけど、結構時間がかかりながらも、でも、

だいぶ進んできているというぐらいに、私は今、考えております。 

J MaaS は、もともとは GDS というか、エアラインの予約部門を外に出して、そこがいろんな予

約システムで作るという構想の下で始まったものなんです。アメリカなんかの場合で見ると、連邦

航空局の政策で、エアラインから予約部門を外出しにされて、1 社だけつなぐということじゃなく、

どのエアラインともつなぎなさいという行政指導が入ったので、アメリカの例えば国内線は、1 年

近く前から、どのエアラインも買えるという具合になっているわけです。 

でも、日本は、JR の予約は JR、JAL の予約 JAL、ANA の予約は ANA という構造がありまして、

MaaS の時代ということで、それをとにかく破るような形でいけないかと思ったっていうのがそも

そも J MaaS の発想なんです。 

中には理解してくれる方もおられますけど、なかなかとにかくこの間のコロナで、鉄道会社の担当

なんかも非常にしんどい状況でやってます。そういう流れの中で大きく、第 1 番目のスタイルを企

画切符というか、そういう鉄道会社さんごとに提供してもいいから、新しいモバイルでの MaaS

のスタイルを考えよう、というぐらいに変化していったわけです。 

でも、実際に、京急さんなんかでやられてみても、今までだと、例えば何枚かの切符が自販機で出

てきて、食事とかお土産で回収してやったなんていう話が、ものすごい結果が出るまで時間がかか

ったわけです。今度になると、昨日の休みの日はどうだったかというのが翌日に分かるような感じ

になってくるわけです。はっきり言いますと、それは非常に好評です。 

だから、これを横展開していくことによってもうちょっと広げられていくと。多分、もうちょっと

するといろんな鉄道会社さんとか何かもいろんな動きが出てくると思うんですけど、とにかくコロ

ナで移動が減ってしまったという逆風はやはり受けてます。そんなところでよろしいでしょうか。 

ムラカミ [Q]：結局、交通機関とかが、それほどまだ積極的というか、動きが非常に鈍いというこ

となんですか。 

佐藤 [A]：なかなか分かってもらいにくいものだけども、実際に結果が出てくると分かってもらえ

ているという、そういうところでしょうか。本当は、インバウンドまで持っていきたいんですよね。

インバウンドまで持っていこうということで、アリペイのミニアプリなんかにも乗換案内が入って

いるわけですけど、今、とにかく動かないんです。 

ムラカミ [Q]：J MaaS の構想とかが進んでいった場合に、既存のジョルダンの乗換案内の売上と

か、そういったところに大きなインパクトって出てくると考えたほうがいいんですか。 
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佐藤 [A]：そうですね。大きなビジネスモデルとして、乗換案内は、初めはサブスクリプションモ

デル、情報の購読料みたいなもので入っていって、それがだいぶ下がっていく中で、広告モデルと

かになっていったじゃないですか。ただ、やはり広告はどんどん全体としてはアクセス当たりの単

価が下がってきますから、その次の大きな流れとして、私は、モバイルチケットとかを考えている

わけです。その流れにあると思ってます。 

ムラカミ [Q]：時間軸をもっとぎゅっと縮める何かいい策はございませんか。 

佐藤 [A]：こんなのでうまくいきましたっていう話をどこかで言いたいと、いろいろ仕掛けてはお

りますけど、なかなか移動がとにかく逆風になって、ちょっと参ってます。もうぼちぼちかなと思

うんですけど。そんな状態です。 

ムラカミ [M]：ありがとうございました。 

司会 [M]：他にご質問のある方、いらっしゃいますでしょうか。よろしいですか。 

それでは、ご質問もないようですので、以上をもちまして、ジョルダン株式会社様の IR ミーティ

ングを終了いたします。 

本日は、皆様、ご参加いただき誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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